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〔完成／入居者を待つ公営住宅〕 

県営生宅D入居応募をこのほど締め切りました。この住宅は板屋団地に「n戸」建設したもので、応募 

者は「41人」にのぼり、入居率は約4倍でした。 

又、ことしの町営住宅の建設戸数は「18戸」で、20日に申し込みが締め切られます。15日現在ですでに如 

人の応募苦がありますが、申し込み者はまだ増えると思われます。きょねんは建設戸数36戸に対して応募 

者は、51人でした。 

上小路～堀田 寺ケ谷線 
（斜線の部分が工事力所） 

過
 
疎
 
事
 
業
 
で
 

堀

田

 地

区

 を
 
開

発

 

二
月
三
日
か
ら
国
の
過
疎
対
策
事
 

業
で
堀
出
地
区
の
道
路
を
改
良
す
 

る
た
め
工
事
を
着
工
し
ま
し
た
。
 

こ
の
地
区
は
赤
池
町
の
辺
地
と
 

ま
で
云
わ
れ
、
道
路
は
狭
く
農
作
 

業
は
能
率
が
上
ら
ず
、
今
日
ま
で
 

不
便
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
 

又
興
国
寺
は
県
の
文
化
財
指
定
 

を
受
け
、
こ
の
文
化
財
を
火
災
か
 

ら
守
る
に
は
道
路
を
改
良
し
な
け
 

れ
ば
従
来
の
道
路
で
は
完
全
に
保
 

護
す
る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。
 

一
方
観
光
の
面
か
ら
み
て
も
こ
 

の
福
智
山
系
（
上
野
峡
）
の
山
の
 

道
路
の
改
良
は
県
立
公
園
上
野
峡
 

に
新
し
い
観
光
ル
ー
ト
が
生
ま
わ
 

ひ
い
て
は
将
来
岩
尾
、
香
春
岳
へ
 

の
広
域
観
光
圏
の
足
が
か
り
と
な
 

っ
て
開
発
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
 

ま
す
。
 

▽
工
事
完
成
予
定
四
月
未
日
 

▽
道
路
の
長
さ
 

九
六
〇
米
 

▽
巾
員
 

五
、
五
米
 

▽
工
事
の
内
容
 

改
良
工
事
 

興
国
寺
 

嬬
 

堀
田
公
民
館
 

ロ
 

目H
凪
風
」
い
い
 

堀田橋 
、

・

 

、

×

 

ロ
 

一
区
公
民
館
 

1
上
野
峡
へ
通
ず
る
道
 



＝二で(a) (2) ‘、 け か
 

あ
 

報
 

広
 

し、 

麟纂器器譲鶴蕊繊驚篇編爵畠象鰍に。酬司 
織詠いして畠叩臼守① 

、 

筑

豊

の

死

亡

事

故

ふ

え

る

 

交

通

事

故

 

き
よ
ね
ん
福
岡
県
で
は
あ
ら
ゆ
 

る
機
関
や
組
織
を
通
じ
て
事
故
防
 

止
の
啓
発
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
 

た
が
、
あ
い
か
わ
ら
ず
事
故
は
ふ
 

か
 

あ
 

み
ん
な
で
 

報
安
全
確
保
 

広
 

‘
声
 

新
入
学
（
園
）
児
童
を
 

交
通
事
故
か
ら
ま
も
り
 

ま
し
ょ
、
フ
 

え
つ
い
に
死
亡
事
故
件
数
は
、
昭
 

和
四
十
五
年
を
上
廻
る
史
上
第
一
一
 

位
を
記
録
し
ま
し
た
。
 

交
通
に
よ
る
、
死
亡
事
故
は
 

昭
和
四
十
四
年
か
ら
再
び
増
え
始
 

め
、
昭
和
四
十
六
年
は
、
七
年
ぶ
 

砂糖を飲めば 

シヤックリやむ 

運転者の年令別死亡事故 （図1) 

献

血

 で
 
人
 
を

助

 け
 

自

分

 を

助

 け
 
る
 

わ
た
し
達
は
日
頃
健
康
な
生
活
を
営
ん
で
い
る
こ
と
で
、
 

（ 

献
血
運
動
や
献
血
思
想
に
無
関
心
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
〉
 

い
ざ
目
分
や
家
族
が
輸
血
を
必
要
と
す
る
時
は
他
人
の
協
力
》
 

を
得
な
け
れ
ぽ
な
り
ま
せ
ん
‘
 

) 

国
や
県
、
市
町
村
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
生
じ
な
い
一
 

よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
関
を
通
じ
て
献
血
思
想
に
勤
め
て
い
（
 

ま
す
。
わ
た
し
達
は
今
か
ら
こ
の
思
想
を
十
分
認
識
し
て
他
＼
 

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
あ
る
い
は
自
分
や
家
族
の
幸
の
》
 

た
め
に
も
是
非
献
血
運
動
に
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
」
 

な
い
で
し
ょ
う
か
 

（ 

※
 
北
九
州
圏
内
の
血
液
 

供
給
数
一
日
ニ
〇
〇
本
 

北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
 

に
か
せ
ら
れ
た
範
囲
は
、
北
九
州
 

市
と
中
間
市
及
び
遠
賀
郡
、
行
橋
 

市
及
び
京
都
郡
豊
前
仲
及
び
築
上
 

郡
、
田
川
市
及
び
田
川
郡
各
町
村
 

の
住
民
総
数
は
約
一
四
八
万
人
い
 

ま
す
。
 

こ
の
一
四
八
万
人
の
生
命
を
守
 

る
た
め
血
液
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
 

日
夜
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

現
在
こ
の
地
域
の
管
内
医
療
機
 

関
等
の
血
液
の
需
要
量
は
毎
月
平
 

均
四
千
本
か
ら
四
千
五
百
本
の
血
 

液
を
必
要
と
し
ま
す
。
 

こ
れ
は
一
日
平
均
一
五
〇
本
か
 

ら
二
百
本
の
血
液
を
供
給
い
た
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

採
血
さ
れ
た
血
液
は
精
密
検
査
 

の
結
果
約
一
割
が
不
適
な
も
の
が
 

出
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
毎
日
二
百
本
確
保
 

す
る
た
め
に
は
計
画
的
な
集
団
献
 

血
を
要
請
し
て
年
間
を
通
じ
て
血
 

液
確
保
の
安
定
性
を
保
つ
よ
う
努
 

力
し
て
い
ま
す
。
 

献
血
の
確
保
は
こ
の
よ
う
に
 

年
間
を
通
じ
安
定
性
を
確
保
す
 

る
た
め
に
、
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
 

血
液
を
も
ら
っ
た
り
、
や
っ
た
り
 

で
き
る
型
の
組
合
せ
は
次
表
の
よ
 

う
に
な
り
ま
す
。
 

O
→
o
 

ノ、 
B・かB A -A 

、ノ 
AB 
曾 
AB 

り
に
六
〇
〇
人
台
を
突
破
し
、
つ
 

（
図
二
）
の
運
転
経
験
別
に
見
ま
 

い
に
「
六
二
三
人
」
に
達
し
ま
し
 

す
と
免
許
取
得
者
の
増
減
の
大
き
 

た。 

な
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
な
か
 

次
に
主
な
交
通
死
亡
事
故
を
分
 

で
も
意
外
な
の
は
、
運
転
経
験
の
 

析
し
て
見
ま
す
と
次
の
図
の
と
お
 

永
い
人
の
事
故
が
大
半
を
占
め
て
 

り
で
す
o
 

い
る
こ
と
で
す
。
 

（
図
一
）
の
年
令
別
を
図
に
見
ま
 

運
転
す
る
者
は
、
経
験
あ
る
、
 

す
と
、
十
九
才
か
ら
ニ
＋
九
才
ま
 

な
い
を
問
は
ず
、
交
通
ル
ー
ル
を
 

で
の
若
年
層
の
事
故
が
大
き
な
比
 

守
っ
て
慎
重
に
運
転
し
て
も
ら
い
 

率
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

た
い
。
 

篇デし 46 45 増 減 

19才以下 64 43 + 21 

20-29才 261 +11 

30-39才 107 120 - 13 

40-49才 73 70 + 3 

50-59才 28 21 + 7 

60才以上 15 + 4 

不 明 10 7 + 3 

計 558 522 +36 

運転経験別死亡事故 （図2 ) 

履製 46 45 増 減 

無免許 31 25 + 6 

1年未満 64 66 - 2 

1 ~2 年 56 60 - 4 

2 ~3 年 56 60 + 6 

3 ~5 年 86 80 +6 

5~10年 138 141 - 3 

10年以上 117 93 +24 

不 明 10 7 + 3 

計 558 522 +36 
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部

叱

八

訊

 

臥
 

紗

轍

閥

蜘

 

”
 
、
o
D
 

一 

応急手当 

シヤックりが起きたらどうするか、お 

どろかす。鼻をつまんで水をのむ、逆立 

ちをするか、いづれのおまじないも効果 

はうすい。 

ところが米国カルフオルニア大学医学部 

のエンゲルマン博士が「間違いなし」と 

いう療法を発表、話題になっています． 

茶サジー杯の砂糖を、そのまま口に入 

れて飲むという簡単なものです。 

同博士の実験によると、20人のうら19人 

までがピタリと止ったそうです。 

どうやら、ノドの後ろ側の神経未端が 

砂糖の粒でザラザラこすられ、その刺激 

がシヤツクリを起させている神経の脈動 

に変調を生じさせ、止らせるという仕組 

みらしい。 

こんどシヤツクリが起きたら「ストツ 

プ・バイ・サトー」をためして下さい。 

（朝日新聞より抜粋） 
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一
 

市
町
村
の
組
織
団
体
会
社
、
事
務
 

所
、
各
種
健
康
保
険
団
体
、
労
働
 

組
合
な
ど
の
職
域
組
織
、
青
年
団
 

婦
人
会
、
町
内
会
、
高
校
、
大
学
 

な
ど
の
学
域
に
対
し
献
血
の
必
要
 

性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
進
ん
 

で
献
血
に
協
力
し
て
し
か
も
定
期
 

的
に
月
を
決
め
て
献
血
実
施
に
進
 

ん
で
い
ま
す
。
 

献

血

会

結

成

で

 

必

要

な

血

液

を

確

保

 

遠
賀
町
に
献
血
会
が
生
ま
れ
、
 

既
に
五
七
八
世
帯
一
、
〇
三
三
人
 

の
方
が
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
町
の
献
血
会
の
制
度
の
あ
 

り
方
を
紹
介
し
て
見
ま
し
ょ
う
。
 

こ
の
会
の
目
的
は
、
会
員
が
日
 

頃
献
血
し
て
お
き
、
会
員
や
家
族
 

の
方
に
輸
血
を
必
要
と
す
る
手
術
 

や
、
怪
我
が
起
き
た
と
き
、
必
要
 

量
の
血
液
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

会
員
は
男
女
と
も
満
十
六
才
以
 

上
六
五
才
未
満
の
方
は
だ
れ
で
も
 

正
会
員
に
な
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

又
、
六
十
五
才
以
上
の
方
は
年
 

令
制
限
の
た
め
正
会
員
に
な
れ
ま
 

せ
ん
が
、
こ
の
人
た
ち
は
住
民
の
 

加
入
を
勧
誘
し
て
も
ら
っ
た
り
、
 

定
期
集
団
献
血
の
際
い
ろ
い
ろ
お
 

世
話
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
準
会
員
や
そ
の
 

家
族
は
正
会
員
の
場
合
と
同
じ
よ
 

固
定
資
産
 

課
税
台
帳
を
縦
覧
 

地
方
税
法
第
四
一
五
条
の
規
定
 

に
よ
り
左
記
の
と
お
り
固
定
資
産
 

課
税
台
帳
を
関
係
者
の
縦
覧
に
供
 

し
ま
す
。
 

記
 

一
、
期
日
 

三
月
一
日
よ
り
三
月
 

一
一
一
日
ま
で
 

一
、
時
間
 
午
前
八
時
三
〇
分
よ
 

り
午
後
七
時
ま
で
 

但
し
日
曜
祭
日
を
除
き
ま
す
。
 

又
土
曜
日
は
午
後
一
二
時
一
五
 

分
ま
で
と
す
る
。
 

一
、
場
所
 
赤
池
町
役
場
税
務
課
 

注
 
昭
和
四
十
六
年
中
（
一
月
一
 

日
よ
り
一
二
月
三
一
日
ま
で
）
 

に
土
地
家
屋
の
異
動
の
あ
っ
た
人
 

は
、
昭
和
四
十
七
年
度
分
の
固
定
 

資
産
税
が
変
り
ま
す
。
 

家
屋
を
新
築
、
改
増
築
し
た
人
、
 

又
は
土
地
を
売
買
し
た
人
、
旧
炭
 

う
に
血
液
の
供
給
を
う
け
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

※
輸
血
を
必
要
と
す
る
と
き
は
 

献
血
会
の
正
会
員
及
び
準
会
員
 

の
方
、
又
は
実
際
に
輸
血
を
必
要
 

と
す
る
人
は
町
役
場
住
民
課
へ
申
 

出
れ
ば
必
要
の
血
液
に
相
当
す
る
 

献
血
手
帳
の
貸
出
し
を
う
け
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
手
帳
を
病
院
（
提
出
す
れ
 

ば
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
必
要
 

量
の
血
液
が
直
ち
に
病
院
へ
と
ど
 

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
献
血
 

会
を
組
織
し
て
加
入
す
れ
ば
、
も
 

う
血
液
集
め
の
苦
労
を
し
な
く
て
 

す
み
ま
す
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
 

わ
た
し
達
の
町
に
も
こ
の
よ
う
な
 

会
を
組
織
し
て
尊
い
人
命
を
守
る
 

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
 

昭
和
四
十
六
年
役
場
で
実
施
し
 

た
献
血
で
は
「
三
＋
六
人
」
と
低
 

い
人
数
で
し
た
が
、
こ
れ
は
日
時
 

や
場
所
な
ど
の
関
係
で
、
無
関
心
 

で
な
く
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
、
 

日
曜
日
な
ど
に
計
画
し
た
ら
、
献
 

血
者
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
 

す。 し
た
が
っ
て
、
町
広
報
で
町
民
 

皆
さ
ん
に
献
血
に
対
す
る
知
識
を
 

知
っ
て
い
た
だ
き
、
献
血
思
想
を
 

十
分
理
解
し
て
頂
き
今
後
の
献
血
 

に
協
力
し
て
い
た
だ
く
た
め
二
月
 

三
月
号
で
と
り
挙
げ
て
見
ま
し
 

た
。
今
後
の
献
血
に
町
民
皆
さ
ん
 

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ひやりノ もう少しで 

転落しそうなトラツク 

坑
地
区
の
方
で
明
治
鉱
業
株
式
会
 

社
よ
り
所
有
権
移
転
登
記
が
出
来
 

た
人
は
自
分
の
固
定
資
産
評
価
額
 

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
又
は
固
 

定
資
産
税
が
、
い
く
ら
課
税
さ
れ
 

る
か
不
安
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
関
係
者
は
縦
覧
す
る
 

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

縦
覧
の
際
自
分
の
固
定
資
産
評
 

価
額
に
異
議
の
あ
る
方
は
異
議
申
 

立
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

日
曜
祭
日
土
曜
日
を
除
く
日
は
 

午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
と
、
な
っ
 

て
い
ま
す
が
、
動
務
の
都
合
の
た
 

め
時
間
的
に
縦
覧
に
来
れ
な
い
方
 

の
た
め
便
宜
上
期
間
中
は
午
後
七
 

時
ま
で
縦
覧
を
受
付
い
た
し
ま
 

す。 



(4)-げ
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

児
童
手
当
が
今
月
か
ら
 

支
 
払
 
わ
 
れ
 
ま
 
す
 

こ
の
一
月
か
ら
児
童
手
当
制
度
 

が
発
足
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
の
 

支
払
い
が
今
月
か
ら
始
ま
り
ま
 

す。 今
回
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る
人
 

は
児
童
手
当
の
認
定
請
求
を
出
さ
 

れ
た
人
の
う
ち
、
受
給
資
格
者
と
 

し
て
町
長
か
ら
認
定
の
通
知
を
う
 

け
た
人
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
人
に
は
、
 
一
月
分
と
 

二
月
分
の
児
童
手
当
が
今
月
支
払
 

わ
れ
ま
す
。
 

児
童
手
当
の
額
は
支
給
要
件
児
 

童
の
う
ち
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
 

二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
第
三
子
以
 

降
の
児
童
の
数
に
三
千
円
を
か
け
 

た
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
次
の
支
払
い
は
、
三
月
 

む
か
レ
ひ
 

お
託
 

庄
屋
襲
撃
事
件
 

明
治
四
年
九
月
十
九
日
、
小
笠
 

原
藩
主
は
東
京
へ
移
転
さ
れ
る
際
 

藩
民
は
挙
っ
て
藩
主
出
発
の
見
送
 

り
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
帰
 

途
、
京
都
境
七
曲
に
先
発
し
た
人
 

分
か
ら
五
月
分
ま
で
を
六
月
に
支
 

払
わ
れ
ま
す
。
 

な
お
．
く
わ
し
い
事
は
役
場
の
 

窓
口
で
よ
く
聞
い
て
下
さ
い
。
 

軽
自
動
車
の
登
録
ば
 

お
済
み
で
し
ょ
う
か
 

毎
年
四
月
一
日
よ
り
軽
自
動
車
 

原
動
機
付
自
転
車
（
バ
イ
ク
）
等
 

に
税
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
が
、
そ
 

こ
で
毎
年
起
る
例
で
す
が
、
税
金
 

の
通
知
書
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
現
 

在
こ
の
バ
イ
ク
は
他
人
に
譲
っ
た
 

廃
車
し
た
と
か
、
い
ろ
い
ろ
の
理
 

由
を
聞
き
ま
す
が
、
そ
の
時
で
は
 

遅
い
の
で
す
。
 

現
在
軽
自
動
車
を
廃
車
又
は
譲
 

渡
し
た
方
は
三
月
末
日
ま
で
に
印
 

章
、
ナ
ン
バ
ー
を
役
場
税
務
課
ま
 

で
御
持
参
下
さ
い
。
 

軽
自
動
車
の
届
出
先
は
田
川
市
 

旧
警
察
署
前
の
自
家
用
車
組
合
で
 

手
続
き
を
し
て
く
れ
ま
す
。
 

お

誕

生

日

 

お

め

で

と

う

 

三
月
生
（
敬
称
略
）
 

（
カ
ツ
コ
内
は
園
児
名
）
 

【
赤
池
保
育
所
】
 

田
村
広
治
（
由
美
）
中
村
才
治
 

（
宏
登
）
 

（
以
上
三
才
）
 

水
上
元
（
知
予
）
柴
田
逸
郎
（
祐
 

香
）
村
上
嘉
伯
（
義
光
）
 

（
四
才
）
 

【
市
場
保
育
所
】
 

木
村
岸
男
（
豊
志
）
 

【
上
野
保
育
所
】
 

（
四
才
）
 

た
ち
は
、
焚
火
を
し
な
が
ら
帰
る
 

人
た
ち
を
待
ち
合
わ
す
う
ち
、
こ
 

こ
に
居
合
せ
た
人
々
の
な
か
か
ら
 

藩
主
が
い
な
い
今
の
う
ち
、
大
庄
 

屋
の
手
許
に
あ
る
租
税
に
関
す
る
 

諸
帳
簿
を
焼
き
払
え
ば
、
今
後
租
 

税
を
徴
収
さ
れ
な
く
て
済
む
と
言
 

い
出
す
も
の
が
あ
り
皆
ん
な
の
同
 

意
を
求
め
た
。
 

又
同
意
し
な
い
も
の
に
は
暴
行
 

を
加
え
、
強
請
し
、
同
意
す
る
者
 

約
三
百
名
の
人
数
を
得
た
の
で
あ
 

る
。
先
ず
上
野
庄
屋
の
香
月
氏
の
 

家
か
ら
市
津
長
谷
川
、
赤
池
丸
屋
 

を
襲
い
、
古
書
類
や
器
物
を
破
棄
 

し
た
。
 

急
報
に
よ
り
旧
小
笠
原
藩
士
約
 

五
十
名
が
鎮
圧
に
あ
た
っ
た
た
め
 

藩
民
は
蜂
の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う
 

に
退
散
し
た
。
 

そ
の
時
の
発
起
人
伊
田
町
の
平
 

四
郎
外
一
名
は
絞
首
さ
れ
た
と
伝
 

え
ら
れ
て
い
る
。
 

たばこは町内で買いましよう 

町
税
と
し
て
 

年
間
一
千
万
円
 

「
タ
バ
コ
は
町
内
で
買
 

い
ま
し
ょ
う
。
 

現
在
あ
な
た
が
吸
っ
 

て
い
る
タ
バ
コ
ニ
〇
本
 

で
約
十
四
円
の
税
金
が
 

本
町
に
入
り
ま
す
。
 

一
日
一
箱
（
二
〇
本
）
 

を
吸
っ
て
い
る
人
の
場
 

合
、
十
四
円
の
三
六
五
日
分
で
約
 

五
一
一
〇
円
と
な
り
ま
す
。
 

本
町
全
体
を
見
ま
す
と
、
五
月
 

よ
り
一
月
ま
で
の
タ
バ
コ
消
費
税
 

が
約
八
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
、
 

ー
ケ
月
九
〇
〇
、
〇
〇
O
円
ち
か
 

く
の
税
収
入
が
 

あ
り
、
年
間
な
 

ん
と
一
〇
、
〇
 

〇
〇
、
 
〇
〇
〇
 

円
以
上
の
収
入
 

が

あ

る

の

で

 

す。 こ
の
税
金
も
 

本
町
発
展
の
為
 

有
意
義
に
つ
か
 

わ

れ

て

い

ま

 

太
田
勝
（
英
勝
）
 

（
四
才
）
 

浦
田
弘
嗣
（
英
仁
）
早
川
保
久
 

（
留
美
）
浦
田
直
義
（
直
美
）
浦
 

田
秋
高
（
里
美
）
小
松
繁
春
（
勝
 

夫
）
香
月
雅
之
（
敏
）
 

（
以
上
五
才
）
 

小
松
繁
治
（
繁
則
）
浦
田
拓
義
 

（
加
代
美
）
 

（
四
才
）
 

【
中
尾
保
育
所
】
 

木
内
止
憲
（
恵
美
）
玉
井
愛
広
 

（
靖
朗
）
池
本
智
恵
子
（
啓
介
）
 

堀
川
伸
一
（
和
恵
）
 （

以
上
三
才） 

長
峰
春
美
（
美
由
記
）
小
椋
次
彦
 

郎
（
宏
幸
）
桑
野
勝
（
綾
子
）
 

村
上
嘉
伯
（
義
光
）
 

（
以
ヒ
四
才
）
 

岩
本
健
一
（
猛
）
 

佐
竹
康
三
（
久
美
）
 

（
五
才
）
 

3月28日午前10時から 

午後3時まで 

赤 池 町 公 民 館 

時
 

所
 

日
 

場
 

＠
献
血
 

す
．
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
タ
バ
コ
 

は
町
内
で
買
う
よ
う
に
い
た
し
ま
 

し
よ
・
つ
。
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シ
ー
ズ
ン
来
る
 

出
か
け
る
時
に
は
ガ
ス
、
電
気
、
 

戸
じ
ま
リ
に
気
を
っ
け
ま
し
よ
う
 

価
 

．ラる 

賦了 
各．飼ゾ 
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